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目的 :各種 biological response mOdiner(BRM)

の腫瘍内投与は以前より試みられてはいるが,臨 床的

にはあまり検討されていない。今回,わ れわれは担癌

生体の抗腫瘍能の増強という本来の BRMの 使用目的

とは異なり,腫 瘍組織の抗癌剤感受性増強効果につい

て着目し,胃 癌において PSKの 腫瘍内投与をおこな

い腫 場事の pyrimidine nucleoside phosphorylase

(PyNPase)活性の変動を測定して,その臨床的意義に

ついて検討した。

対象と方法 :胃癌忠者を対象にinformed consent

を得て,術前 5～ 10日に PSK 250mgを 生理食塩水5ml

に溶解し,経 内視鏡的に腫場内注入を施行した投与群

18例と,非 投与群15例に分け,術 後新鮮標本から腫瘍

組織,正 常胃組織,転 移陽性,陰 性リンパ節を採取し

各組織中の PyNPase活 性を測定した。統計学的処理

はWilcoxon‐testを用いて行い,p<0.05を 有意 とし

た。なお,両群の手術的進行程度は全例 Ib以上で腫瘍

径は投与群62± 33,非 投与群9_6±5 7cmで あった。

結果 :腫瘍内 PyNPase活 性は正常胃組織に比べて

高値であり,PSK腫 瘍内投与を行うことにより,非 投

与群に比べて有意に (p=0035)高 値を示した。
一方,

リンパ節 PyNPase活 性は,転移の有無や PSK腫 瘍内

投与にかかわらず,一 定していた (Table l).

考察 :PyNPaseは 5′DFURを 5FUに 変換する酵

素であり,そ の活性は特に腫瘍内で,隣 接正常組織よ

りも高値である。腫瘍組織内 PyNPase活 性を特異的

に高めることは5′DFURの 抗腫場効果の増強につな

がると考えられる。PSK腫 瘍内投与を行うことによ

り,腫 瘍内局所リンパ球浸潤の増強が確認された。さ

らに PSKは 末梢血単核球の IL‐12,IL‐lβ,IL‐6,

TNF″ などの炎症性サイ トカイン産生の inducerと
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なる1)。一方,ヒ ト腫瘍細胞株 を用いた実験ではこれら

のサイ トカインを作用 させることにより腫瘍組織内

PyNPaseを 上昇させ,5′、DFURの 感受性を高める
分と

報告されている。本研究において PSK投 与により胃

癌組織内 PyNPase活 性の上昇をきたした機序には以

上のような炎症性サイ トカインの関与が考えられるの

で,現 在サイ トカインの染色を行い,さ らに検討を加

えている。
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Table 1 PyNPase activity in the tissue

*values are expressed as lg SFU/mg protein/hr
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